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秋田県横手市増田町の町家（旧石平金物店）の耐震上の課題と改善案
伝統的建造物群保存地区、土壁、覆屋、耐震補強
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１．概要
後藤研究室では、横手市増田町の中心市街地地区を伝統的建造物群保存地区に指定するための調査研究事業を同市から受託し、昨年度と本年度の2ヵ年で行っている。調査研究事業では、地区の伝統的建造物の耐震性能の現状とその改善案や地区防災の現状と課題をまとめ、今後に向けての提案を行う必要がある。この耐震や防災に関る部分については、都市減災研究センターの研究課題に合致するため、研究室では同センターの研究として進めている。
昨年度の報告書では同地区の町家と土蔵の特性について報告した。今回は市が取得し、観光拠点施設として活用する予定の旧石平金物店について、耐震上の課題とその改善案を報告する。

２．旧石平金物店の概要

旧石平金物店は、増田町の中七日町通り東側に位置し、平成22年11月に市が取得した。旧所有者は、質業を営み、山を所有したという。以下に示す主屋・蔵等の各建物の特徴は、増田町の中心市街地に残る主要な各家に共通して備わっているもので、旧石平金物店は、地区内の最も典型的な事例のひとつといえる。後藤研究室では、平成22年11月21日、平成23年10月4日に、共同して調査にあたるマヌ都市建築研究所とともに実測調査（平面図、断面図、立面図、配置図等の作成）及び痕跡調査を実施した。
　＊　：工学院大学工学系研究科建築学専攻大学院生

＊＊：工学院大学建築学部建築デザイン学科教授，博士（工学）
１）主屋
主屋は間口約４間半、奥行約２０間、木造2階建、切妻造妻入、金属板葺である。通り正面側には下屋庇が取り付き、妻壁は化粧梁を現し、外壁は漆喰仕上げである。建築年代を示す物証は残されていないが、主屋は大正期～昭和初期と推定されている。
２）土蔵（内蔵）

土蔵はサヤ・ウワヤ等と呼ばれる建物（以下「覆屋」と呼ぶ）の内部にあり、覆屋の屋根の下にあたる蔵前を介して、主屋と接続している。これは当地区の土蔵の特徴であり、こうした土蔵は「内蔵」と呼ばれている。現在板張りとなっている１階東側は聞き取り調査及び圧痕から、当初は畳敷きであり、家の主人の寝間であったという。内蔵の建築年代は、短い束を用いた架構から明治後期と推定されている。
[image: image1.emf]上2ミ下2レ・ガト 天井・新 天井・ボード 上下3ミ・フ 上下2ミ・シ 上下2ミ・イト 上3ミ下3レ・シ 上下3ミ・フ 上3ミ下3レ・ガト 天井・新上3ミ下3レ・シ 上下2ミ・フ 上2ミ下2レ・ガト 天井・新 上下2ミ・シ 上下3ミ・ガト 上下2ミ・ガト上2ミ下2レ・ガト 上2ミ下2レ・ガト上2ミ下2レ・ガト上2ミ下2レ・ガト上下2ミ・ガト イト 上下1ミ・イトイト 上2ミ下2レ・ガト 上2ミ下2レ・ガト 上3ミ下1レ・イト 上2ミ下2レ・ガト 上2ミ下2レ・ガト イトイトイト 板壁 イカイカイカ イカ イカ イカ イカイカ イカ クロス シカ 7700 2413210692.5110402757.539948.5 4954.5425042352019 イカ

 [image: image2.emf]天井・ボード 上下2ミ・シ 上下2ミ・シ 天井・ボード 上2ミ下2レ・ガト 上下2ミ・ガト上下2ミ・シ 上下2ミ・シ 上下2ミ・シ上下2ミ・ガト 上下2ミ・シ 上2ミ下2レ・ガトクロスクロス クロス イカ イカ シカ シカ 899.5 5895.5 905 7700 7112.513059358063821649.53920.522644.513059 イカ イカ イカ シカ


 [image: image3.emf]
図１.１階平面図S=1/400図２.２階平面図S=1/400
３．復原・改修工事の概要
横手市は取得後、同建物を観光拠点施設として使用するに当たり、外観復原及び内部改修を行った。工事は（設計業務を含む）平成23年4月25日から10月31日に実施された。工事箇所は、通りに面した外観の復原、店舗部分の整備、添え柱の付加、蔵前部分の設備撤去、電気設備工事等である。当地区の内蔵を擁す建物の多くは、蔵前部分の増改築を行っており、同建物も当初は図１の二点鎖線で囲った範囲に台所や風呂等の設備があった。
同建物の柱は大きいもので170mm角程度、ほとんどは120～140mm角程度が用いられている。図１の四角く点線で囲った箇所には、構造補強として添え柱が施されている。その他の柱に対しては板材を付与し、蔵前の柱は基礎石の上に立つ形になっている。また、工事完了後に部材の状況を確認した上で、改めて蔵前の梁に補強を行っている。
４．耐震上の課題
現時点では耐震診断は行われていない。調査で外観、内観などの目視等で確認できた範囲での簡易診断を行い、予想される耐震上の課題を以下に載せる。
前述した工事では、耐震補強としては不十分である。とくに、梁間方向は、桁行方向に比べて壁面が少なく、梁間方向の耐力が十分ではないと考えられる。また、主屋の店舗側の柱は添柱で補強されたが、座式側の柱は２階までの細い通し柱となっており、内法又は２階床レベルで折損の恐れがある。また、復原・改修工事の段階で土台の腐食が発生している箇所等の新たな問題点も明らかとなった。

さらに、蔵前部分の設備を取り払ったことで、図２に一点鎖線の楕円で囲った位置にある蔵前の梁が剥き出しになった。その上、南面に配された東西に通り抜ける土間があるため、梁を支える柱が独立して立ち（図８）、柱の足元に繋ぎなく不安定で、地震時にこの柱が外れて、梁が落下する恐れがある。覆屋も、梁が落下すると、それに引きずられて壊れる危険性がある。
５．改善案の検討
内蔵は独立しており、倒壊の恐れは少ないと考えられる。図３に示すように、仮に覆屋が倒壊した場合でも、主屋及び内蔵の壁面が支えとなり完全には倒壊しないので、覆屋の破壊による人的被害の危険性は低いと考えられる。しかし、蔵前部分の梁が落下すると、それによって人的な被害を及ぼす危険性は高い。そこで、上部で数本の梁組を金具等で一体化する、又は、落下危険性のある梁を上から吊る等の改善が必要と考えられる。梁の一体化とあわせて、梁組と覆屋の柱との仕口を補強すると、覆屋の補強にもなる。さらに覆屋の補強のためには、側面の外壁面で補強することが有効と考えられる。主屋の梁間方向への耐力については、図１の点線の円で囲っ
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図３.覆屋、梁が倒壊した場合のイメージ
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図４.主屋立面図S=1/300図５.主屋断面図S=1/400
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図６.内蔵立面図S=1/300図７.内蔵断面図S=1/400
[image: image11.jpg]


 
図８.内観　内蔵蔵前部分
た柱の土間側に添え柱を施すことで、ある程度改善が可能と考える。

６．今後の展開
前項で記した改善案は、比較的安価で早期に実現が可能で、効果が高い応急的措置と考えられるものである。今後、地区内の他の建築物も耐震補強していく必要があるが、個別に耐震診断を行うことは、所有者等の負担となるので、実質上困難である。地区のモデルとなる形態を持つ当建物において、提案したような応急措置の案の有効性を検証すれば、他の類似する建物では、診断を省略し、方法を応用して耐震補強していくことが可能になる。

したがって、今後は、本建物の詳細な耐震診断を行い、本稿で提案した応急措置がどの程度有効なのかを計算値として検証し、同時に、簡易で有効な補強方法を他にも探ることが課題であろう。
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